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東京では Accessibility と救急救命率の間の回帰性は消失する。 
小児層の交通事故後救急救命率が高い地域が広範であることは非都市性
の一つの指標であり、高齢者の交通事故後救急救命率が低い地域が広範で
あることが都市性の一つの指標であることが示唆された。 
前者の例は福岡県であり、後者の例は東京都である。 
このように地域・都市性という空間を修飾する要素と年齢という時間を修
飾する要素を用いて、救命救急医療の生涯計略を行う政策提言基盤を提供
することは可能である。 
